
ナスサンド1596

コンクリート中のアルカリ 計算表

[令和6年 6月度分 ]

工場名: 日本ハイコン株式会社
適用配合 :38-8-20N(E)
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当配合は「JIS A 5308:レ ディーミクストコンクリート附属書Bアルカリシリカ反応抑制

対策の方法」より、以下の方法を採用しております。

る堀冶地り嶋 引塙像建整装

3 安全と認められる骨材を使用する抑制対策

アルカリシリカ反応抑制対策

― 卜中のアルカ リ総昌弁規 す スキm待‖対贅1_コ ンク リ


